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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
×
ふ
し
ぎ
の
海
の
ナ
デ
ィ
ア
　
～
ヤ
マ
ト
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ

ラ
ス
と
共
に
発
進
し
ま
す
！
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
７
４
Ｍ

【
作
者
名
】

　
沖
田
五
十
六

【
あ
ら
す
じ
】

　
白
色
彗
星
と
の
戦
い
に
勝
っ
た
地
球
防
衛
軍
。
そ
れ
か
ら
１
年
が
た
っ
た
。

が
ル
マ
ン
が
ミ
ラ
ス
帝
国
と
の
同
盟
を
し
た
後
の
あ
る
日
、
正
体
不
明
の
戦
艦

を
発
見
し
た
ヤ
マ
ト
は
、
そ
の
後
方
に
い
た
謎
の
艦
隊
に
攻
撃
を
く
ら
う
。
そ

の
時
、
正
体
不
明
艦
か
ら
入
電
が
入
っ
た
。
こ
ち
ら
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
ネ
モ

だ
。
と
・
・
・
。

こ
の
物
語
は
、
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
と
ふ
し
ぎ
の
海
の
ナ
デ
ィ
ア
の
コ
ラ
ボ
作
品
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で
す
。

ま
た
、
原
作
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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第
１
話
　
正
体
不
明
艦
（
前
書
き
）

登
場
人
物
紹
介

ヤ
マ
ト
　
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
艦
魂
　
元
戦
艦
大
和
艦
魂
。
昔
の
（
第
２
次
世
界

大
戦
時
）
の
記
憶
が
あ
る
。
性
格
は
ま
じ
め
。
地
球
の
た
め
な
ら
何
で
も
す
る
。

服
装
は
日
本
海
軍
第
２
種
軍
装
。
黒
髪
の
腰
ぐ
ら
い
ま
で
あ
る
。
腰
に
は
恩
賜

の
軍
刀
。
　
よ
く
、
仲
間
か
ら
お
酒
を
飲
ま
さ
れ
る
が
、
ほ
ん
の
数
分
で
撃
沈
。

次
の
日
の
２
日
酔
い
も
ひ
ど
い
。
年
齢
２
０
歳
。

扶
桑
良
介
　
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
戦
闘
班
班
長
。
今
作
の
主
人
公
。
性
格
は
ま
じ

ふ
そ
う
り
ょ
う
す
け

め
で
優
し
い
。
ガ
ミ
ラ
ス
戦
役
で
母
と
弟
を
失
う
。
ガ
ミ
ラ
ス
人
に
恨
み
を
持

っ
て
い
た
が
、
あ
る
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
恨
み
は
無
く
な
っ
た
。
酒
に
は

弱
い
が
、
２
日
酔
い
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
年
齢
２
４
歳
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第
１
話
　
正
体
不
明
艦

～
西
暦
２
２
０
２
年
　
第
１
１
番
惑
星
基
地
　
ヤ
マ
ト
第
一
艦
橋
～

今
日
も
い
つ
も
ど
う
り
、
星
間
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
は
ず
だ
っ
た
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
に
、
基
地
か
ら
入
電
が
あ
っ
た
。

（
こ
ち
ら
第
１
１
番
惑
星
基
地
、
上
空
約
０
．
５
光
年
に
正
体
不
明
艦
を
発
見
。

直
ち
に
出
撃
し
、
正
体
不
明
艦
を
確
認
せ
よ
。
）

「
正
体
不
明
艦
？
」
 

艦
長
の
古
代
進
が
通
信
を
担
当
し
て
い
る
相
原
に
聞
き
返
し
た
。

「
は
い
。
そ
れ
と
、
そ
の
後
方
に
艦
隊
ら
し
き
も
の
も
発
見
し
て
い
る
模
様
。
」

「
よ
し
。
す
ぐ
出
撃
し
よ
う
。
扶
桑
さ
ん
、
総
員
戦
闘
配
置
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
」

「
了
解
、
総
員
戦
闘
配
置
に
つ
け
！
」

こ
の
物
語
の
主
人
公
、
扶
桑
良
介
が
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
扶
桑
さ
ん
、
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
？
」

扶
桑
の
隣
に
来
た
の
は
、
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
艦
魂
　
ヤ
マ
ト
で
あ
る
。
今
日
も

い
つ
も
の
と
う
り
、
第
２
種
軍
服
に
、
腰
に
恩
賜
の
軍
刀
を
つ
け
て
い
る
。

「
あ
あ
、
こ
こ
の
上
空
に
正
体
不
明
艦
が
出
現
し
た
み
た
い
な
ん
だ
。
」

「
て
、
敵
で
す
か
！
？
」

「
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
と
も
か
く
確
認
し
な
い
と
・
・
。
」

「
艦
長
！
正
体
不
明
艦
か
ら
通
信
が
入
り
ま
し
た
！
」

「
メ
イ
ン
パ
ネ
ル
に
繋
げ
。
」

メ
イ
ン
パ
ネ
ル
に
電
源
が
入
り
、
３
０
歳
後
半
の
男
性
が
写
っ
た
。
頭
に
は
、

見
た
こ
と
無
い
模
様
の
入
っ
た
帽
子
が
載
っ
て
い
た
。

「
こ
ち
ら
、
地
球
防
衛
軍
所
属
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
。
そ
ち
ら
の
所
属
と
艦
名
を

教
え
て
下
さ
い
。
」

（
こ
ち
ら
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
ネ
モ
だ
。
所
属
は
無
い
。
）

「
所
属
が
無
い
？
何
処
か
ら
来
た
ん
で
す
か
？
ネ
モ
艦
長
」

艦
長
と
い
う
言
葉
に
反
応
し
た
の
か
、
少
し
怒
っ
た
顔
に
な
っ
た
。
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（
艦
長
で
は
な
く
船
長
と
呼
ん
で
く
れ
。
我
々
は
２
０
世
紀
の
地
球
か
ら
来
た

の
だ
が
・
・
）

「
２
０
世
紀
の
地
球
？
今
は
２
３
世
紀
で
す
が
。
」

（
・
・
・
そ
れ
よ
り
、
ネ
オ
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
い
う
奴
ら
は
知
ら
ん
か
？
そ

い
つ
ら
を
探
し
に
宇
宙
に
出
た
の
だ
が
、
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
し
た
と
き
に
後
ろ
の

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
に
攻
撃
を
く
ら
っ
た
ん
だ
。
地
球
か
ら
来
た
と
い
う
だ
け

で
な
。
）

「
ネ
オ
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
？
知
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国

と
い
う
国
家
も
知
り
ま
せ
ん
。
」

（
す
ま
な
い
が
、
後
ろ
の
や
つ
に
対
し
て
警
告
し
て
く
れ
。
我
々
だ
け
で
は
倒

せ
な
い
。
）

「
司
令
部
に
打
電
し
ま
す
。
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

そ
う
し
て
メ
イ
ン
パ
ネ
ル
の
電
源
が
切
れ
た
。

「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
・
・
・
何
処
の
国
な
ん
で
し
ょ
う
。
」

ヤ
マ
ト
が
不
思
議
そ
う
に
扶
桑
に
聞
い
て
き
た
。

「
さ
あ
な
。
け
ど
戦
艦
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
と
か
な
り
で
か
い
国
み
た
い
だ
」

「
相
原
、
司
令
部
に
打
電
。
内
容
は
（
こ
ち
ら
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
。
第
１
１
番

惑
星
宙
域
に
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
と
い
う
船
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
の
艦
隊
を

発
見
。
な
お
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
は
攻
撃
を
受
け
て
い
る
模
様
。
敵
艦
隊
に

対
し
、
攻
撃
許
可
を
も
ら
い
た
い
。
）
以
上
だ
。
」

「
了
解
。
司
令
部
に
打
電
し
ま
す
。
」

数
分
後
、
司
令
部
か
ら
返
信
が
あ
っ
た
。

「
読
み
上
げ
ま
す
。
（
ま
ず
は
敵
艦
隊
に
警
告
。
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
威
嚇

射
撃
。
そ
れ
に
も
応
じ
ず
、
進
入
し
て
く
れ
ば
攻
撃
を
許
可
す
る
。
）
で
す
。
」

扶
桑
の
隣
に
い
た
ヤ
マ
ト
の
目
に
恐
怖
が
宿
っ
た
。

「
ま
た
戦
争
を
・
・
・
。
」

そ
う
呟
い
た
の
の
が
聞
こ
え
た
。

「
ヤ
マ
ト
、
大
丈
夫
か
？
」

「
だ
、
大
丈
夫
で
す
。
」

「
嘘
だ
ろ
。
顔
に
書
い
て
あ
る
。
本
当
は
怖
い
ん
だ
ろ
？
無
理
す
る
な
。
」
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「
す
、
す
み
ま
せ
ん
。
」

そ
の
時
、
古
代
が
扶
桑
に
言
っ
た
。

「
扶
桑
さ
ん
。
ヤ
マ
ト
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
戦
闘
を
し
て
し
ま
っ
て
す

ま
な
い
と
。
」

「
え
？
あ
、
わ
か
り
ま
し
た
。
」

「
・
・
・
聞
こ
え
て
ま
す
よ
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
怖
が
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
。
」

「
古
代
さ
ん
、
ヤ
マ
ト
か
ら
伝
言
で
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
怖
が
っ
て
す
み
ま
せ

ん
。
と
」

「
・
・
・
わ
か
っ
た
。
ヤ
マ
ト
、
発
進
準
備
。
」

「
機
関
出
力
異
常
な
し
。
」
「
レ
ー
ダ
ー
、
正
常
稼
動
中
。
問
題
な
し
。
」
「

戦
闘
員
配
置
済
み
で
す
。
」

「
よ
し
。
ヤ
マ
ト
発
進
！
」

～
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
　
第
１
艦
橋
～

「
後
ろ
の
敵
の
距
離
は
ど
う
だ
？
」

「
距
離
変
わ
ら
ず
。
２
０
万
宇
宙
キ
ロ
。
速
力
２
０
宇
宙
ノ
ッ
ト
。
」

「
い
つ
ま
で
つ
い
て
く
る
ん
じ
ゃ
・
・
・
。
」

機
関
長
が
呟
い
た
。

「
ヤ
マ
ト
は
ど
う
し
た
。
」

「
現
在
、
本
艦
の
後
方
２
万
宇
宙
キ
ロ
の
位
置
に
い
ま
す
。
」

そ
の
時
、
ヤ
マ
ト
か
ら
通
信
が
入
っ
た
。

（
こ
ち
ら
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
。
古
代
進
で
す
。
後
ろ
の
敵
は
我
々
に
任
せ
て
く

だ
さ
い
。
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
は
そ
の
ま
ま
ヤ
マ
ト
の
後
方
で
待
機
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。
）

「
わ
か
っ
た
。
す
ま
な
い
古
代
君
。
」

そ
し
て
、
通
信
が
切
れ
た
。

「
た
、
助
か
っ
た
・
・
」

そ
う
言
っ
た
の
は
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
艦
魂
、
ノ
ー
チ
ラ
ス
だ
っ
た
。

「
ヤ
マ
ト
後
方
１
万
宇
宙
キ
ロ
地
点
で
反
転
。
ヤ
マ
ト
を
援
護
す
る
。
」
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ネ
モ
船
長
の
言
葉
に
副
長
の
エ
レ
ク
ト
ラ
を
除
い
た
全
員
が
驚
い
た
。

「
せ
、
船
長
！
こ
っ
ち
は
損
傷
し
て
る
ん
で
す
よ
！
？
主
砲
が
生
き
て
い
る
に

せ
よ
、
爆
発
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
！
？
」

測
的
長
の
エ
ー
コ
ー
が
聞
い
た
。

「
構
わ
ん
！
機
関
出
力
最
大
！
全
砲
門
開
け
！
ヤ
マ
ト
を
全
力
で
援
護
す
る
！
」

～
ヤ
マ
ト
　
第
１
艦
橋
～

「
！
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
、
本
艦
の
後
方
１
万
宇
宙
キ
ロ
で
反
転
！
本
艦
の
右

舷
後
方
０
．
３
宇
宙
キ
ロ
で
平
行
航
行
中
！
」

「
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
か
ら
入
電
！
（
こ
れ
か
ら
本
艦
は
、
ヤ
マ
ト
を
全
力
で

援
護
す
る
。
以
上
。
）
と
の
事
で
す
！
」

「
何
だ
っ
て
！
？
」

古
代
が
驚
い
た
。
い
や
、
こ
の
場
所
に
い
た
者
は
全
員
驚
い
た
。

「
・
・
・
相
原
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
に
打
電
。
（
了
解
し
た
。
た
だ
し
無
理

は
し
な
い
よ
う
に
。
）
以
上
だ
。
」

「
了
解
。
打
電
し
ま
す
。
」

そ
の
と
き
、
森
が
報
告
し
た
。

「
ヤ
マ
ト
後
方
２
万
宇
宙
キ
ロ
に
艦
影
。
ヤ
マ
ト
級
宇
宙
戦
艦
一
隻
、
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
級
２
隻
、
主
力
戦
艦
２
隻
、
巡
洋
艦
４
隻
で
す
。
」

「
ム
サ
シ
か
・
・
・
助
か
っ
た
。
」

ヤ
マ
ト
は
そ
う
呟
い
た
。
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第
１
話
　
正
体
不
明
艦
（
後
書
き
）

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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第
２
話
　
戦
闘
開
始
（
前
書
き
）

登
場
人
物
紹
介

ノ
ー
チ
ラ
ス
　
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
艦
魂
ネ
オ
オ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
を
探
し
て
い

る
時
に
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
の
攻
撃
を
受
け
る
。
そ
の
と
き
、
ヤ
マ
ト
の
い
る

第
１
１
番
惑
星
を
通
り
、
現
在
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
と
交
戦
中
。
性
格
は
少
し

ツ
ン
デ
レ
で
、
ま
じ
め
。
日
本
文
化
に
興
味
あ
り
。
年
齢
２
０
歳

フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
イ
ユ
　
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
の
機
関
員
。
ド
イ
ツ
人
で
日

本
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
を
話
せ
る
。
ノ
ー
チ
ラ
ス
同
様
、
日
本
文
化
に
興
味

あ
り
。
性
格
は
優
し
い
が
内
側
は
も
ろ
い
。
２
４
歳

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
　
宇
宙
戦
艦
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
艦
魂
。
か
な
り
の
酒
好
き
。
よ

く
、
他
の
艦
魂
と
酒
を
飲
む
。
少
し
男
ら
し
い
。
元
戦
艦
長
門
の
艦
魂
だ
っ
た

が
本
人
は
忘
れ
て
い
る
。
２
２
歳
。

小
山
日
向
　
宇
宙
戦
艦
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
航
海
長
。
扶
桑
と
同
期
。
よ
く
ア
ン

こ
や
ま
ひ
ゅ
う
が

ド
ロ
メ
ダ
の
酒
飲
み
に
付
き
合
っ
て
い
る
。
性
格
は
優
し
い
が
、
と
き
ど
き
上

官
に
逆
ら
う
。

メ
カ
説
明

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
戦
艦
タ
イ
プ
Ａ

全
長
３
０
０
ｍ
　
幅
５
０
ｍ
　
機
関
　
波
動
エ
ン
ジ
ン
×
１
＋
補
助
×
２

特
徴
　
現
在
の
戦
闘
機
（
Ｆ
－
１
５
、
Ｆ
－
１
４
等
）
に
艦
橋
と
艦
砲
を
付
け

た
だ
け
の
形
。
開
閉
式
の
翼
を
持
っ
て
い
る
。

主
武
装
　
艦
首
レ
ー
ザ
ー
射
撃
砲
台
×
４
門
　
艦
上
部
回
転
式
連
装
砲
塔
　
前

１
基
　
後
２
基
　
艦
下
部
回
転
式
連
装
砲
塔
　
前
２
基
　
後
２
基
　
艦
上
部
Ｖ

Ｌ
Ｓ
　
２
０
セ
ル
　
艦
下
部
Ｖ
Ｌ
Ｓ
　
１
０
セ
ル
　
対
空
パ
レ
ス
レ
ー
ザ
ー
砲

　
連
装
１
０
基
　
４
連
装
８
基
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第
２
話
　
戦
闘
開
始

～
ヤ
マ
ト
　
第
１
艦
橋
～

「
相
原
、
敵
艦
隊
の
旗
艦
に
通
信
を
繋
げ
ろ
。
」

「
了
解
。
メ
イ
ン
パ
ネ
ル
に
切
り
替
え
ま
す
。
」

メ
イ
ン
パ
ネ
ル
が
つ
き
、
紫
色
の
肌
の
４
０
歳
ぐ
ら
い
の
男
性
が
映
し
出
さ
れ

た
。

「
こ
ち
ら
地
球
防
衛
軍
所
属
、
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
艦
長
古
代
進
だ
。
貴
艦
隊
は

地
球
連
邦
の
領
域
を
侵
し
て
い
る
直
ち
に
退
去
せ
よ
。
繰
り
返
す
、
直
ち
に
退

去
し
ろ
。
以
上
だ
。
」

（
こ
ち
ら
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
帝
国
所
属
の
艦
隊
だ
。
退
去
の
意
思
は
無
い
。
我

が
帝
国
は
つ
い
先
ほ
ど
地
球
連
邦
及
び
ガ
ル
マ
ン
・
ガ
ミ
ラ
ス
帝
国
に
宣
戦
布

告
し
て
い
る
。
以
上
通
信
終
了
。
）

そ
し
て
メ
イ
ン
パ
ネ
ル
が
切
ら
れ
た
。
と
同
時
に
「
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
あ
り
！

ミ
サ
イ
ル
で
す
！
数
２
０
」
と
の
報
告
が
入
っ
た
。

「
煙
突
ミ
サ
イ
ル
、
打
ち
方
始
め
！
続
い
て
対
空
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
砲
射
撃
開

始
！
コ
ス
モ
タ
イ
ガ
ー
隊
は
全
機
発
進
！
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
を
護
衛
せ
よ
！

必
ず
生
存
し
て
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
！
」

（
こ
ち
ら
コ
ス
モ
タ
イ
ガ
ー
加
藤
。
了
解
し
た
。
必
ず
生
き
て
帰
る
。
）

「
後
続
艦
隊
に
連
絡
！
面
舵
一
杯
！
全
砲
門
を
敵
に
向
け
ろ
！
」

「
ミ
サ
イ
ル
、
全
機
迎
撃
に
成
功
！
」

「
よ
し
！
島
、
面
舵
一
杯
！
扶
桑
さ
ん
、
全
砲
門
開
け
！
主
砲
及
び
副
砲
射
撃

用
意
！
左
舷
９
０
度
に
旋
回
し
て
く
だ
さ
い
！
」

「
了
解
、
主
砲
及
び
副
砲
射
撃
室
、
聞
こ
え
て
い
る
な
！
？
左
舷
９
０
度
に
砲

塔
旋
回
！
仰
角
４
５
度
！
射
撃
用
意
！
」

（
了
解
、
あ
と
１
５
秒
か
か
り
ま
す
。
）

そ
の
報
告
を
聞
い
た
後
、
扶
桑
は
ち
ら
と
隣
に
い
る
ヤ
マ
ト
に
目
を
や
っ
た
。

や
は
り
恐
怖
で
震
え
て
い
る
。

「
ヤ
マ
ト
、
大
丈
夫
か
？
」
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「
だ
、
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

「
は
は
・
・
。
ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ
？
お
前
は
地
球
連
邦
最
古
参
の
艦
の
艦
魂
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
・
・
」

「
そ
れ
に
？
」

「
俺
が
生
き
て
い
る
間
に
お
前
を
殺
し
た
り
し
な
い
。
絶
対
だ
。
」

「
・
・
・
扶
桑
さ
ん
・
・
・
」

（
主
砲
及
び
副
砲
射
撃
用
意
よ
し
！
い
つ
で
も
い
け
ま
す
！
）

「
艦
長
！
い
つ
で
も
い
け
ま
す
！
」

古
代
に
報
告
し
た
後
、
も
う
１
度
ヤ
マ
ト
を
見
た
。
さ
っ
き
ま
で
震
え
て
た
の

が
嘘
の
よ
う
な
た
く
ま
し
い
姿
に
な
っ
て
い
た
。

「
扶
桑
さ
ん
、
私
決
め
ま
し
た
。
も
う
怖
が
ら
な
い
と
。
だ
っ
て
私
は
、
大
日

本
帝
国
海
軍
戦
艦
大
和
の
艦
魂
で
す
か
ら
。
」

「
・
・
・
よ
し
！
そ
の
い
き
だ
！
」

「
後
続
艦
隊
、
全
砲
門
射
撃
用
意
よ
し
！
そ
れ
と
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
か
ら
入

電
。
（
我
が
艦
も
射
撃
用
意
よ
し
。
こ
れ
よ
り
、
貴
艦
隊
の
援
護
に
ま
わ
る
。
）

以
上
で
す
！
」

「
雪
、
敵
と
の
距
離
は
？
」

「
敵
艦
隊
、
１
０
宇
宙
キ
ロ
の
距
離
。
速
度
２
５
宇
宙
ノ
ッ
ト
。
」

「
誤
差
修
正
＋
－
０
．
５
度
・
・
・
全
艦
、
打
ち
方
は
じ
め
！
」

～
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
　
第
１
艦
橋
～

「
ヤ
マ
ト
、
発
砲
し
ま
し
た
！
」

「
主
砲
発
射
！
続
い
て
誘
導
弾
発
射
！
撃
っ
て
撃
っ
て
撃
ち
ま
く
れ
！
」

～
同
艦
　
機
関
室
～

「
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
！
」

呼
ば
れ
た
男
　
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
イ
ユ
は
機
関
を
い
じ
り
な
が
ら
聞
い
た
。

「
ん
？
ノ
ー
チ
ラ
ス
、
ど
う
か
し
た
か
？
」

「
ど
う
か
し
た
か
？
で
は
無
く
て
！
戦
闘
が
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
！
？
」

「
だ
か
ら
？
」

「
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
っ
て
・
・
・
」
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ノ
ー
チ
ラ
ス
は
少
し
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
言
っ
た
。

「
そ
れ
よ
り
お
前
、
怪
我
し
て
る
じ
ゃ
な
い
か
！
す
ぐ
病
室
に
・
・
」

「
こ
れ
は
か
な
り
前
に
し
た
傷
で
す
！
い
ま
さ
ら
気
づ
い
て
も
遅
い
で
す
！
」

そ
う
言
う
と
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
ハ
ン
マ
ー
を
も
ち
立
ち
思
い
っ
き
り
フ
ラ

ン
ツ
を
殴
っ
た
。

ガ
ツ
ン
と
言
う
音
が
し
て
フ
ラ
ン
ツ
が
倒
れ
た
。

「
・
・
・
い
っ
て
ぇ
・
・
・
」

「
気
づ
か
な
い
あ
な
た
が
悪
い
ん
で
す
。
・
・
・
で
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
」

～
同
時
刻
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
級
１
番
艦
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
　
第
１
艦
橋
～

「
ヤ
マ
ト
、
発
砲
！
続
い
て
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
ら
し
き
船
か
ら
も
発
砲
を

確
認
！
」

こ
れ
に
応
じ
た
の
は
、
原
作
で
は
戦
死
し
た
、
土
方
竜
だ
っ
た
。

「
我
が
艦
も
砲
撃
を
開
始
せ
よ
！
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
底
力
を
見
せ
て
や
れ
！
」

「
了
解
！
砲
撃
を
開
始
し
ま
す
！
」

そ
の
様
子
を
見
て
い
た
の
は
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
艦
魂
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
だ
っ
た
。

「
ふ
ん
。
こ
ん
な
数
の
艦
隊
、
あ
た
し
一
人
で
十
分
だ
っ
て
。
」

「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
今
回
の
敵
は
未
知
の
敵
だ
し
。
」

こ
れ
に
答
え
た
の
は
、
同
艦
航
海
長
小
山
日
向
だ
っ
た
。

こ
や
ま
ひ
ゅ
う
が

「
し
ょ
ー
が
無
い
。
早
く
殲
滅
し
て
久
し
ぶ
り
に
ヤ
マ
ト
と
佐
渡
先
生
と
酒
飲

み
て
ー
。
」

「
っ
た
く
、
ほ
ん
と
酒
の
こ
と
し
か
頭
に
無
い
な
・
・
・
・
」

～
ヤ
マ
ト
　
第
１
艦
橋
～

「
全
艦
砲
撃
開
始
し
ま
し
た
！
」

「
敵
艦
隊
、
残
り
１
９
隻
！
」

そ
の
と
き
、
艦
左
舷
か
ら
振
動
が
き
た
。

「
被
害
報
告
！
」

（
左
舷
中
部
に
被
弾
！
交
通
区
画
に
穴
が
開
き
ま
し
た
！
）
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「
そ
の
区
画
の
隔
壁
を
閉
鎖
！
負
傷
者
は
！
？
」

（
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
船
の
艦
魂
は
が
い
ま
す
！
）

古
代
が
そ
の
事
に
気
が
つ
い
て
扶
桑
に
聞
い
た
。

「
扶
桑
さ
ん
、
ヤ
マ
ト
は
大
丈
夫
で
す
か
！
？
」

「
横
腹
か
ら
出
血
中
で
す
！
戦
闘
指
揮
を
変
わ
っ
て
く
だ
さ
い
！
ヤ
マ
ト
、
大

丈
夫
か
！
？
」

「
大
丈
夫
で
す
・
・
昔
受
け
た
傷
に
比
べ
た
ら
・
・
・
」

「
こ
ち
ら
古
代
、
扶
桑
さ
ん
に
代
わ
り
戦
闘
指
揮
を
す
る
！
こ
の
ま
ま
、
戦
闘

を
継
続
し
ろ
！
」

～
同
艦
　
病
室
～

「
佐
渡
先
生
、
ヤ
マ
ト
が
負
傷
し
ま
し
た
。
治
療
を
お
願
い
し
ま
す
！
」

「
わ
か
っ
た
。
な
に
、
こ
ん
な
傷
３
日
も
あ
れ
ば
す
ぐ
治
る
。
」

佐
渡
先
生
が
冷
静
に
見
た
。
そ
の
手
に
は
や
は
り
酒
瓶
を
持
っ
て
い
る
。

消
毒
薬
を
ヤ
マ
ト
の
横
腹
の
傷
に
塗
っ
て
い
る
途
中
、
し
み
る
の
か
「
痛
っ
！
」

と
小
さ
い
声
で
言
っ
た
。

「
よ
し
。
こ
れ
で
大
丈
夫
じ
ゃ
ろ
。
」

包
帯
を
巻
き
終
え
た
佐
渡
先
生
が
言
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
佐
渡
先
生
。
」

「
な
ぁ
に
、
心
配
無
用
じ
ゃ
。
」

～
同
艦
　
第
１
艦
橋
～

「
左
舷
上
方
か
ら
ミ
サ
イ
ル
！
数
３
２
！
続
い
て
右
舷
か
ら
２
１
発
！
」

「
迎
撃
し
ろ
！
煙
突
ミ
サ
イ
ル
発
射
！
右
舷
対
空
ミ
サ
イ
ル
発
射
！
こ
れ
以
上

ヤ
マ
ト
を
被
弾
さ
せ
る
な
！
」

発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
が
煙
を
引
い
て
発
射
さ
れ
て
い
く
。

「
ミ
サ
イ
ル
、
４
９
発
を
迎
撃
！
４
発
は
な
お
も
接
近
中
！
」

「
対
空
パ
レ
ス
レ
ー
ザ
ー
発
射
！
」

対
空
パ
レ
ス
レ
ー
ザ
ー
が
３
発
を
迎
撃
に
成
功
し
た
が
な
お
も
１
発
が
突
っ
込

ん
で
く
る
。

「
１
発
が
突
っ
込
ん
で
き
ま
す
！
」

「
総
員
、
対
シ
ョ
ッ
ク
防
御
！
」
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ミ
サ
イ
ル
が
命
中
す
る
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
、
緑
色
の
光
線
が
ミ
サ

イ
ル
に
突
き
刺
さ
り
爆
発
し
た
。

「
何
が
あ
っ
た
ん
だ
？
」

「
あ
の
レ
ー
ザ
ー
は
地
球
の
で
は
な
い
。
ま
さ
か
・
・
・
・
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス

号
か
！
」

数
分
後
、
ヤ
マ
ト
達
が
艦
橋
に
戻
っ
て
き
た
。

「
艦
長
、
戦
闘
指
揮
代
わ
り
ま
す
。
」

「
い
や
、
そ
の
必
要
は
な
さ
そ
う
で
す
。
今
、
敵
艦
隊
は
沈
黙
し
た
所
で
す
。

撃
沈
し
た
の
は
２
５
隻
、
大
破
が
５
隻
で
す
。
そ
の
５
隻
か
ら
た
っ
た
今
、
降

伏
し
て
き
た
所
で
す
。
」

「
・
・
・
そ
う
で
す
か
。
」

こ
の
戦
い
で
死
ん
だ
人
は
、
１
隻
あ
た
り
１
２
０
人
と
し
て
合
計
３
０
０
０
人
。

い
つ
も
そ
れ
以
上
の
戦
死
者
を
出
す
も
の
の
や
は
り
指
示
し
た
人
間
だ
か
ら
罪

悪
感
は
あ
る
。

「
そ
の
５
隻
を
武
装
を
解
除
し
て
地
球
に
連
れ
て
行
き
ま
す
。
お
い
、
島
。
ヤ

マ
ト
を
あ
の
艦
の
隣
に
つ
け
ろ
。
」

「
了
解
、
機
関
微
速
。
取
り
舵
９
０
度
。
よ
ー
そ
ろ
ー
。
」
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第
２
話
　
戦
闘
開
始
（
後
書
き
）

設
定
と
し
て
は
、
ヤ
マ
ト
艦
内
だ
艦
魂
が
見
え
る
の
は
、
佐
渡
先
生
と
扶
桑
の

２
人
だ
け
で
す
。

ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第
３
話
　
古
く
か
ら
の
戦
友
（
て
き
）
（
前
書
き
）

登
場
人
物
紹
介

ソ
ン
ブ
レ
ロ
　
主
力
戦
艦
級
２
番
艦
ソ
ン
ブ
レ
ロ
の
艦
魂
。
無
言
で
無
表
情
だ

が
、
と
き
ど
き
感
情
が
分
か
る
と
き
が
あ
る
。
読
書
好
き
で
一
ヶ
月
で
６
０
冊

を
読
破
し
、
さ
ら
に
内
容
を
す
べ
て
暗
記
し
て
い
る
。
お
と
な
し
い
性
格
。
年

齢
２
２
歳

紫
電
実
　
主
力
戦
艦
ソ
ン
ブ
レ
ム
戦
闘
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
戦
闘
機
「
烈
風
」
に
乗

し
で
ん
み
の
る

っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
機
体
か
は
後
日
。
性
格
は
強
が
り
。
旧
時
代
の
戦
闘

機
、
特
に
零
戦
や
Ｐ
－
５
１
な
ど
が
好
き
。
年
齢
１
８
歳

ム
サ
シ
　
ヤ
マ
ト
級
宇
宙
戦
艦
２
番
艦
ム
サ
シ
の
艦
魂
。
頭
は
姉
で
あ
る
ヤ
マ

ト
よ
り
も
良
い
。
た
だ
し
、
性
格
が
天
然
で
、
全
体
的
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
。

日
本
海
軍
時
代
の
記
憶
は
あ
る
。

年
齢
１
９
歳
。

笹
井
庄
一
　
宇
宙
戦
艦
ム
サ
シ
戦
闘
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
性
格
は
優
し
い
が
戦
闘
に

さ
さ
い
し
ょ
う
い
ち

な
る
と
性
格
が
豹
変
す
る
。
別
名
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
戦
闘
機
「
震
電
」
に
乗
る
。

年
齢
１
８
歳
。
紫
電
と
同
期
で
親
友
。
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第
３
話
　
古
く
か
ら
の
戦
友
（
て
き
）

～
ヤ
マ
ト
　
第
１
艦
橋
～

「
や
っ
と
終
わ
り
ま
し
た
ね
・
・
・
」

ヤ
マ
ト
が
悲
し
そ
う
な
目
を
扶
桑
に
向
け
て
い
っ
た
。

「
あ
あ
、
ま
だ
味
方
の
損
害
が
無
か
っ
た
だ
け
よ
か
っ
た
。
」

「
で
も
、
人
殺
し
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
事
実
で
す
・
・
」

２
人
の
周
り
に
暗
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
雰
囲
気
す
ら
吹
き
飛
ば

す
声
が
し
た
。

「
よ
ぉ
２
人
と
も
～
。
」

そ
の
声
を
聞
い
た
２
人
は
凍
り
付
い
て
し
ま
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
後
ろ
を
向
い
た

２
人
が
見
た
の
は

「
「
ア
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
（
さ
ん
）
」
」

「
ひ
っ
さ
し
ぶ
り
だ
な
～
」

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
後
ろ
に
は
小
山
が
立
っ
て
い
た
。

「
お
、
小
山
。
お
前
も
来
て
た
の
か
。
」

「
あ
あ
、
ま
ぁ
こ
い
つ
に
強
制
的
に
「
あ
？
な
ん
か
言
っ
た
か
？
」
・
・
い
え

何
も
・
・
・
」

「
そ
う
い
え
ば
、
佐
渡
先
生
は
？
」

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
が
小
山
に
一
発
入
れ
て
、
ヤ
マ
ト
に
聞
い
た
。

「
い
、
い
つ
も
の
と
う
り
、
自
分
の
部
屋
で
お
酒
を
飲
ん
で
ま
す
よ
・
・
・
」

「
そ
う
か
、
よ
ー
し
・
・
・
・
」

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
が
ニ
ヤ
と
笑
っ
た
。
そ
の
笑
顔
が
か
な
り
怖
か
っ
た
。
そ
の
と

き
、
４
人
の
す
ぐ
後
方
に
光
が
生
ま
れ
、
す
ぐ
消
え
た
。
す
る
と
４
つ
の
人
影

が
で
き
て
い
た
。

「
あ
、
ム
サ
シ
！
久
し
ぶ
り
ね
！
」

「
は
い
。
あ
た
し
は
ム
サ
シ
で
す
が
、
あ
な
た
は
姉
様
に
そ
っ
く
り
で
す
ね
。
」

「
ま
た
か
・
・
。
」

扶
桑
が
呆
れ
て
言
っ
た
。
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「
私
は
そ
の
姉
様
よ
！
毎
回
再
会
す
る
時
に
そ
れ
を
ツ
ッ
コ
む
身
に
も
な
っ
て

よ
！
」

「
ム
サ
シ
さ
ん
っ
て
い
つ
も
そ
う
な
ん
で
す
か
ら
。
」

ム
サ
シ
の
後
ろ
か
ら
、
ヤ
マ
ト
た
ち
が
知
ら
な
い
男
性
が
言
っ
た
。

「
あ
れ
？
あ
な
た
は
？
」

「
あ
！
す
み
ま
せ
ん
、
自
己
紹
介
が
遅
れ
ま
し
た
。
１
ヶ
月
前
に
ム
サ
シ
に
乗

り
込
ん
だ
、
笹
井
庄
一
で
す
。
配
置
は
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
す
。
よ
ろ
し
く

さ
さ
い
し
ょ
う
い
ち

お
願
い
し
ま
す
。
」

ム
サ
シ
の
横
に
出
て
、
敬
礼
し
て
言
っ
た

「
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
笹
井
さ
ん
。
」

そ
う
言
わ
れ
た
笹
井
は
心
な
し
か
頬
が
赤
く
な
っ
た
。
す
る
と
、
ム
サ
シ
が
ム

ッ
と
し
た
顔
で
笹
井
を
睨
ん
だ
。

「
ど
、
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
ム
サ
シ
さ
ん
？
」

「
庄
一
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」

も
の
す
ご
く
怖
い
笑
顔
で
言
っ
た
。

「
わ
、
わ
か
り
ま
し
た
・
・
・
。
」

そ
し
て
、
笹
井
と
ム
サ
シ
は
帰
っ
て
い
っ
た
。

「
あ
り
ゃ
ー
、
あ
り
ゃ
本
気
で
怒
ら
し
た
な
。
」

「
・
・
・
・
ホ
ン
ト
・
・
」

そ
う
言
っ
た
の
は
、
主
力
戦
艦
級
２
番
艦
、
艦
魂
ソ
ン
ブ
レ
ロ
と
同
艦
戦
闘
機

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
紫
電
実
だ
っ
た
。

し
で
ん
み
の
る

「
お
、
紫
電
来
て
た
の
か
。
」

「
扶
桑
先
輩
、
久
し
ぶ
り
で
す
。
」

「
ど
う
だ
、
最
近
は
。
」

「
は
い
。
怪
我
無
し
。
病
気
無
し
。
つ
い
で
に
金
も
無
し
で
す
。
」

苦
笑
い
し
な
が
ら
隣
に
い
る
ソ
ン
ブ
レ
ロ
を
ち
ら
と
見
た
。

「
・
・
・
・
・
ご
め
ん
・
・
・
」

「
別
に
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
。
で
も
、
１
ヶ
月
で
６
０
冊
も
本
を
読
ま
な
い

で
ほ
し
い
な
・
・
・
。
」

「
・
・
・
す
る
こ
と
が
無
い
・
・
・
」
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「
だ
ー
も
う
！
あ
た
し
が
入
る
と
こ
ろ
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
！
と
い
う
か
話
に
入
れ
さ

せ
ろ
！
」

「
げ
！
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
！
お
前
い
た
の
か
！
と
い
う
事
は
・
・
。
」

紫
電
の
顔
か
ら
血
の
気
が
引
い
た
。

「
よ
ー
し
紫
電
君
。
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
に
。
ち
ょ
っ
と
佐
渡
先
生
の
と
こ
ま

で
行
こ
う
か
・
・
？
」

「
い
、
嫌
だ
ア
ァ
ァ
ァ
！
」

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
に
捕
ま
っ
て
紫
電
が
絶
叫
し
た
。

「
笹
井
ィ
！
帰
っ
て
き
て
く
れ
ぇ
！
俺
は
酒
は
飲
め
る
年
齢
じ
ゃ
ね
ェ
！
」

そ
う
絶
叫
し
た
あ
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
詰
め
こ
ま
れ
て
降
り
て
い
っ
た
。

そ
の
後
を
ソ
ン
ブ
レ
ロ
が
追
っ
て
い
っ
た
。

「
や
れ
や
れ
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
奴
、
強
引
だ
な
ぁ
。
」

そ
う
言
っ
て
小
山
も
降
り
て
行
っ
た
。

「
・
・
あ
の
さ
ぁ
、
ヤ
マ
ト
。
」

「
・
・
・
な
ん
で
す
か
？
」

「
・
・
・
紫
電
っ
て
生
き
て
帰
っ
て
こ
れ
る
か
な
・
・
・
」

「
・
・
・
無
理
で
し
ょ
う
ね
」

そ
の
と
き
、
ま
た
も
や
後
ろ
か
ら
光
が
生
ま
れ
、
す
ぐ
消
え
た
。
そ
こ
に
居
た

の
は
、
ノ
ー
チ
ラ
ス
と
マ
ル
セ
イ
ユ
だ
っ
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
。
あ
な
た
が
ヤ
マ
ト
さ
ん
で
す
か
？
」

ノ
ー
チ
ラ
ス
が
ヤ
マ
ト
に
聞
い
た
。

「
そ
う
で
す
が
・
・
あ
な
た
は
？
」

「
私
は
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
艦
魂
、
ノ
ー
チ
ラ
ス
で
す
。
そ
し
て
こ
ち
ら
に
居

る
の
が
、
」

「
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
イ
ユ
で
す
。
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
の
機
関
員
を
し
て
い
ま

す
。
」

「
そ
う
で
す
か
。
私
は
ヤ
マ
ト
と
言
い
ま
す
。
こ
ち
ら
が
私
の
艦
の
戦
闘
班
班

長
の
扶
桑
さ
ん
で
す
。
」

「
扶
桑
良
介
で
す
。
今
後
は
よ
ろ
し
く
。
」

そ
の
と
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
開
い
て
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
が
出
て
き
た
。
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「
お
い
！
２
人
と
も
！
何
も
た
も
た
し
て
る
ん
だ
？
早
く
来
い
よ
！
・
・
・
っ

て
こ
の
２
人
は
？
」

「
あ
あ
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
の
ノ
ー
チ
ラ
ス
と
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
イ
ユ
だ
。

」扶
桑
が
答
え
た
後
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
は
小
さ
く
「
よ
し
！
」
と
言
っ
て
、
２
人

に
言
っ
た
。

「
２
人
と
も
、
酒
飲
ま
な
い
か
？
」

「
「
は
？
（
え
？
）
」
」

「
な
に
、
新
人
さ
ん
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
だ
。
も
ち
ろ
ん
ヤ
マ
ト
達
も
来
る
よ
な

？
」

「
い
や
、
俺
達
は
ち
ょ
っ
「
来
・
る
・
よ
・
な
？
」
・
・
は
い
。
」

扶
桑
に
怖
い
笑
顔
で
は
い
と
言
わ
せ
た
。

「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
行
こ
う
か
！
」

「
（
だ
れ
か
！
助
け
て
ぇ
！
）
」

心
の
中
で
助
け
を
求
め
る
扶
桑
た
ち
と

「
（
異
文
化
に
触
れ
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
！
）
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
る
ノ
ー
チ
ラ
ス
た
ち
が
い
た
。

そ
の
翌
日
、
ヤ
マ
ト
と
主
力
戦
艦
ソ
ン
ブ
レ
ロ
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
の
機
関

が
不
調
、
お
ま
け
に
武
装
部
分
ま
で
が
故
障
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
日
、
ヤ
マ
ト
以
下
１
０
数
隻
と
拿
捕
し
た
戦
艦
５
隻
、
Ｎ
－
ノ
ー
チ
ラ
ス

号
を
地
球
に
回
航
し
ろ
、
と
い
う
命
令
が
司
令
部
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。
が
、

戦
艦
５
隻
を
牽
引
す
る
上
に
、
さ
ら
に
３
隻
の
故
障
艦
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な

り
、
地
球
帰
還
ま
で
に
２
日
か
か
っ
た
。
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第
３
話
　
古
く
か
ら
の
戦
友
（
て
き
）
（
後
書
き
）

ご
感
想
ご
意
見
等
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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